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「

か

傘

わ

屡ワ杢蝣 翕レー プ

例
の

。

お
祭
り

”

に

成
長

∪・
〇
一

年
の

人

体
科

学

会

第
　
一

回

を
き
っ

か

け

に

発

足

し

た

人

体
科
学

西
ワ

ー

キ

ン

グ

グ

ル

ー

プ

に

よ

る

い

の

ち

の

文

化

フ

ォ

ー

ラ

ム
」

は、

度
も

　
一

月
二

二

冂

（
日
・

勤
労

感

冂）

関

西
大
学

千
里

山

キ
ャ

ン

パ

ス

場
に

盛
大
に

開

催
さ

れ
た
。

回
で

三

回

月
と

な

る

大
会
は、

徐
々

は

あ
る

が

各
方
面

に

浸
透
し

始

め
、

感
謝
の

冂

恒
例
の

“
お

祭
り
”

と
し

長
し

つ

つ

あ
る．

会
場
を
関

西
大
学

定
し

て

い

る
こ

と

で、

大
学

近
隣
か

ゆ

　　　　東西
』

いのちの文化フォ
ー ラム

　 　 　 2003
　 　 　 　 in
　　　関西大学

』

の

　　、ボ

ぎぞ
∴嚇

入体科学会関西 ワーキ ン ググル ープ事務局

　　　　　　安田忠典
　 　 　 　 　 　 　 関西大学

ら

の

“
常
連
さ

ん
”

や、

小
学

校
単
位
で

遠
足
が

て

ら

に

来
て

く
だ

さ

る

子

ど

も
た

ち

な

ど

も
い

て
、

今
回
も

た

い

へ

ん

賑
や

か

な

大
会
と

な
っ

た
。

　
お

も

な

プ
ロ

グ

ラ

ム

は

昨
年
と

ほ

ぼ

同

様
で
、

人

体
科
学
会

関
西

ワ

ー

キ
ン

グ

グ

ル

ー

プ

に

よ

る

「

東
西
身
体
技
法
実
践
研

究

発

表」
「

東

西
身
体
技
法
体
験
ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ
」
、

（
財）

大

阪
府
レ

ク

リ
エ

ー

シ

ョ

ン

協
会
に

よ

る
「
遊
び
の

お

祭
り

広

場
」

、

関
西
大
学

体
育
学
教

室
に

よ

る

「
大

学
ス

ポ
ー

ツ

体

験

教
室
」

と

い

う

ラ

イ
ン

ナ
ッ

プ
で

あ
っ

た
。

翻

出

を

鬪

蠱
“

友
遊
バ

ト
囗

ー

ル
”

登
場
！

　
本
大
会
の

ひ

と
つ

の

凵
玉
は、
（
財）

大

阪
府
レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

協
会
に

よ

る

「

遊
び

の

お

祭

り

広
場
」

に

新

し

く

”

友

遊
パ

ト

ロ

ー

ル
”

が

加
わ
っ

た

こ

と

で

あ

る
．

こ

れ

は、
（
財
）

大

阪

府
レ

ク

リ
エ

ー

シ

ョ

ン

協
会
設
立
五

五
周

年
記
念
事
業
と

し

て

昨
年
五

月
よ

り
ス

タ

ー

ト

し

た

も
の

で、

協
会
に

所
属
す
る

レ

ク

リ

ェ

ー

シ

ョ

ン

指
導
者
が

「

友
遊
パ

ト

ロ

ー

ル

隊
」

を

結
成

し

て

学

校
や

公

園
に

出
向
き
、

楽
し

く
遊
ぶ

実
体
験
の

場
を

提
供
し

よ

う

と

い

う

試
み

で

あ

る。

　
こ

の

「
友

遊
パ

ト

ロ

ー

ル

隊
」

が
、

「

遊

び

の

お

祭
り
広
場
」

会
場
で

あ

る

関

西
大
学
の

巨
大
ア

リ

ー

ナ

を
中
心

と

し

て

キ

ャ

ン

パ

ス

周
辺

に

展
開
し、

多
く
の

家

族
に

笑
い

の

花
を

咲
か

せ

て

ま

わ
っ

て

く

れ

た
。

　
本
大
会
の

冖

的
で

あ

る

「

社
会
と

大

学

と

学
会
の

連
帯
を

求
め

て
」

を

実
現

す
る
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た

め

に、

わ
れ

わ

れ
実

行

委
員
が

意
識
し

て

い

る

フ

レ

ー

ズ

が

「

か

か

わ
り

」

な

の

だ

が
、

「

友
遊
パ

ト

ロ

ー

ル

隊
」

が

囗
指

し

て

い

る

の

も

ま

さ

に

「

か

か

わ

り
」

の

創
山
で

あ
っ

た
。

け
っ

し

て

机
上

の

学
問

だ

け

で

は

為
し

得
な

い

こ

の

人

と

人

と

の

「

か

か

わ

り」

こ

そ
、

現

代
人

が

見
直
さ

な

く
て

は

な

ら

な

い

大
切

な

こ

と

な

の

で

は

あ

る

ま

い

か。

蠱

昨

年
以
上
の
盛
会
に

　

こ

の

よ

う

な

強
力
な

サ

ポ

ー

ト

も

あ
っ

ぽ

の

と

し

た

時
間
が

ゆ
っ

た

り

と

流
れ
て

い

っ

た。

　

人

体
科
学
会
関
西
ワ

ー

キ
ン

グ

グ

ル

ー

プ

に

よ

る

「

東
西
身
体
技
法
実
践
研
究
発

表
」

と

「

東
西
身
体
技
法
体
験
ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ
」

も
さ

ら

な

る

充
実
ぶ

り
で

あ
っ

た
。

午
前
巾
の

「

東
西
身
体
技
法
実
践
研

究

発

表
」

は

「
巾
医
学
の

気
の

実

態
に

つ

い

て
」

井
草
克
一

〔

（
株）

ビ

オ

ネ

健
康

セ

ン

タ

ー
〕

、
「
ア

レ

ク

サ

ン

ダ

i
・

テ

ク

ニ

ー

ク
」

片
桐
ユ

ズ

ル

〔

ア

レ

ク

サ

ン

ダ

ー
・

ア

ソ

シ

エ

イ

ツ〕
、

「

香
り

と

脳
と

健

康
」

藤…
出

稔

〔

（
株
）

　
フ

ッ

ト

テ

ク
〕

、

「

東
洋
医
学
か

ら

み

た

健
康
科
学
」

奈
良

E
眞
〔
大

阪
凰
林
医
療
学
院〕
、

「

健
康
づ

く

り
の

た

め

の

運
動
療
法
」

河

北
俊
子

〔
（
財∀

京

都
予
防
医
学
セ

ン

タ

ー
〕
、

「

友

遊
パ

ト

ロ

ー

ル
」

片
倉
道
夫

〔
（
財）

大

阪

府
レ

ク

リ
エ

ー

シ

ョ

ン

協
会〕

の

六

題

で、

実
践

家
か

ら

臨
床
医
ま
で

い

ず
れ

も

非

常
に

質
の

高
い

珠
玉
の

発

表
で

あ
っ

た。　

午
後
か

ら

の

「

東
西
身
体
技
法

体
験
ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ
」

も、

昨
年
を
上

回

る
．

＝ ．
の

体
験
ブ

ー

ス

が

展
開
さ

れ
、

「

ク

イ

ッ

ク

整

体
」

「

外
気
功
」

「

ヨ

ガ
」
「

ア

レ

ク

サ

ン

ダ

ー
・

テ

ク

ニ

ー

ク
」

「
ア

ロ

マ

セ

ラ

ピ

ー
」

「

ア

i
ト

セ

ラ

ピ

ー
」

「

運
動

療
法」

な

ど
な

ど、

じ

つ

に

さ

ま
ざ
ま

な

健
康
法
や

身
体
技
法
を
無

料

で

実
体

験
し

て

い

た

だ

く
こ

と

が

で

き

た
。

ま
た、

合

間
を
見

て

そ

れ

ぞ

れ

の

技
法
の

専
門
家

同

士

が

交

流
す
る

姿
も

見
受

け

ら

れ、

た

い

へ

ん

有

意

義
な

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

と

な
っ

た。磯

地
道
な
活
動
を
継
続

　
こ

の

よ

う

に

全

般

的
に

は

大

成
功
で

あ

っ

た

今
大

会
で

は

あ

る

が、

い

ろ
い

ろ

な

面
で

発

展
途
上

で

あ

り、

今
後

見
直
し

て

い

く
べ

き

課
題
が

い

く
つ

か

見
出
さ

れ

た
。

と

く

に
、

事
前
の

ス

ケ
ジ

ュ

ー

リ

ン

グ

や

広
報
活
動

に
つ

い

て

は

検

討
す
べ

き

事
項
が

山
積
と

な
っ

て
い

る．

　
こ

れ

ら

の

課

題

に

対
し

て
は
、

準
備
・

運

営
段
階
で

関

西

大

学
の

学
生

に

も
か

か

わ
っ

て

も

ら

う
こ

と

や
、

あ

ま

り
お

金
を

か

け

ず
に

地

道
な

広

報
活
動
を

継
続
し

て

市
民
へ

の

浸
透
を

は

か

る

と
い

っ

た

指
針

が

す
で

に

示
さ

れ

て

い

る。

派
手
な
一

発

イ
ベ

ン

ト

で

は

な

く、

手
づ

く

り
で

ゆ
っ

た

り
と

時
間
が

流
れ

る

よ
う
な

場
を
め

ざ

し

て、

じ
っ

く
り

と

取
り

組
ん

で

い

き

た

い

と

い

う

の

が

ワ

ー

キ

ン

グ
グ

ル

ー

プ
・

メ

ン

バ

i
共
通
の

願
い

で

あ

る。

　
お

わ
り

に
、

本
大
会
開
催
に

あ

た

り
格

別

の

ご
配

慮
を
賜
っ

た

吹

田

市
教
育
委
員

会、

吹
田

商
工

会
議
所、
（
財
V

大
阪
総

A
冂

ス

ポ

ー
ツ

財
団、

そ

の

他
す
べ

て

の

関

係
各
位
に

衷
心

よ

り

御

礼
申
し

ヒ

げ
、

「

束
西
い

の

ち

の

文
化
フ

ォ

ー

ラ

ム
NOO

ω
」

大
会
の

報

告
と

さ
せ

て
い

た

だ

き

た
い
。

※

関

西
ワ

ー

キ

ン

グ

グ
ル

ー

プ

は
、

二

月
二

八

日

（
土
）

関

西
大

学
に

於
い

て
、

人

体

科

学
会

第
一
一

回

大
会

委

員
長

で

あ

っ

た

坂

出

祥
伸

関

西
大

学

文
学

部

教
授
の

退

職
記

念

講

演

会
を、

身
体

運

動

文

化
学

会

関

西
支

部、

大

阪

体

育
学

会

各
専

門

分
科

会
と

の

合

同

研

修
会
と
し

て

開
催。
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